













































































































載可能であると判定された。まず掲載することに決まった会員に対して感謝の意を表 た 。とりわけ今回は投稿数も多く、論文の専門分野も多岐にわたっている 多くの専門分野の会員がいるということは本誌の特色とでもいえるもので、次号も種々 専門分野からの投稿を切に期待している。　
なお、本年
3月
31日をもって、本会員の先生方が
5名御定年によ
り退職されることになった。先生方の今後の御活躍を御祈り申しあげる。有力会員の御退職 ど、本誌も大きな転換期に差し向っていると思われるが、従来からの良き伝統を継承 きたいと考えて
いる。今以上の会員諸氏の御協力・支援を御願いする。
（Ｈ・Ｔ記）
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